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ハーモニーと中高生とのかかわり（１）
子育て世代と中学生をつなぐ ～根木内中学校ふれあい体験～

　５年前、「おやこＤＥ広場小金原」の近くにある根木内中学校に通う生徒さんが、夏休みにボランティア活動に来るよ
うになりました。中学生がひろばに来ると、来館している親子もいつもと違った雰囲気で過ごすことができて、子どもた
ちも楽しそうに中学生と遊んでもらっていました。そして２年前からはおやこＤＥ広場が中学校の教室に出向き、「ふれ
あい体験」を行うことが実現。この企画は３年生の家庭科の授業の一環として行われています。
ほとんどの参加者親子は学区内に住んでいる方々で、日ごろ接することのない中学生に当日はワクワクドキドキ。
それは中学生も同じで、「初めて赤ちゃんを抱っこする！」「赤ちゃんってやわらかい～！」「あたたかい～！」など中学生
らしい感想が教室中に響いていました。また自分の親が自分を育
ててくれたことにも思いが至り、感謝の気持ちもわいてくるよう
でした。このような形で子育て世代と中学生が交流することで、
命の大切さや子どもを産み育てることの素晴らしさを体験し、地
域の中での繋がりの場を提供できることに喜びを感じています。

居場所と体験と出会いを広げて

　ハーモニーと中高生との関わりは、2004年に松戸市「野菊野こども館」業務を受託した際の担当課の課長からの一言、
『コンビニ前で遊んでいる中高生を呼び込んで話を聞いて欲しい』から始まりました。
　学校帰りに一人で、部活仲間とグループで…中高生がやってきました。卓球やゲームをしたり、寝転がって漫画を読ん
だりとそれぞれ自分の楽しみや居場所を見つけていく中で、対立や仲間外れ等トラブルも増え、スタッフは対応に悩みな
がら「みんなが心地よい場」作りを試行錯誤する毎日でした。
　子どもたちの体験の機会を広げたくて、中高生ボランティア養成講座を開催したり、市民活動サポート
センター主催の「Let’ s 体験ボランティア」の受け入れ団体にも加入したりしました。また市内の学校
で取り組んでいる「赤ちゃんとのふれあい体験」授業に参加、乳幼児親子と中高生を繋いでいます。
　12年が過ぎた今、コンビニ前には子どもたちがいなくなり、居場所のない子どもたちの姿が見当
たらなくなりました。現在、ハーモニーの各施設では利用者やボランティア、体験学習・授業等で
中高生と関わっていますが、地域の中に子どもたちの居場所と体験と出会いの機会が増えるように、
これからも繋がりを広げていきたいと思います。

理 事  荒  久美子



ハーモニーと中高生とのかかわり（２）
野菊野こども館の中高生タイム　～野菊野食堂～

　「野菊野こども館」は毎週水曜日と金曜日の 17:00 ～ 18:00、土曜日の 17:00 ～ 20:00 までは中高生限定の時間にな
ます。大学生ボランティアが来て勉強を教える野菊野塾ともう一つ、ご飯やお菓子を皆で作る野菊野食堂の時間があ
ります。メニューはスタッフと子ども達と決め、３年前ぐらいからは、地域のボランティアの方に定期的にお願いで
きるようになり、世代交流の場にもなっています。「ワンコインあればお弁当が買える時代だけど、食材を使って一人
分を自分で作ります。お腹がいっぱいで自分が満たされていれば、そうそう道は外れない。」と温かいまなざしでお話
ししてくれるボランティアの浜村さん。時々食材の提供もしてくれる佐藤さんと共に、食材の扱い方や「こうやった
ら便利だよ」と小さな生活の知恵を子ども達に伝えてくれています。
　「オレ、めし作んねーよ、めんどくさいから」と、口では言いながらも、「手伝って～」と声がかかれば手をかして
くれるし、タコの切り方で大盛り上がりするなど、今どきの中高生を実感。ちなみにこの日のメニューは「たこ焼き」
でした。「おしゃべりしながら料理するから楽しい！」「みんなで作るのがいい。」と子どもたちは口をそろえます。
「いろんな環境の子たちが来ています。目につくことは色々あるけど、ここに来てくれることを大切にしたい。」と館
長の石川さん。その思いは、「ここが一番落ち着く」と言った子どもの言葉に表れているのかもしれません。

夏休みボランティアの受け入れ　～ Let’s 体験‼ 2016 ～
　ハーモニーの各ひろばでは、夏休みを利用してボランティアに来てもらっています「まつど市民
活動サポートセンター」（サポセン）が主催する、夏のボランティア体験講座『Let’ s 体験‼2016』
の受け入れ団体になっています。中学生から20歳代の学生さんを中心に、未来につながる夏体験。
まずは７月17日、団体の代表がサポセンに集まって、5 分間のプレゼンを行い、たくさんある中
からボランティアがしたい団体を選んできます。ハーモニーのひろばを選んでくれる理由は、ほ
とんどが子どもにふれあいたいから。将来保育の仕事をしたい人、普段子どもと触れることがない人、
将来お父さんやお母さんになる前の準備？　などさまざまな人が体験に来ます。
「子どもってかわいい～」「結構大変な仕事だ」「お母さんの気持ちが少しはわか
った」など、中高生、大学生の夏の体験が、何か将来につながればとの思いから
毎年参加しています。

　2008 年からスタートしている聖徳大学主催のイベント。ハーモニーは初回から参加しています。今年のタイトル
は「アートパーク８」～みんなげいじゅつか宣言～。大学、地域、行政が協力し、地域連携型の子育て支援、学生と
地域とのかかわりのきっかけづくりなど目的に開催されています。野菊野こども館スタッフがメ
インで参加し、毎年カプラの遊びを提供しています。いろんな遊びを含め、思いっきりアートに
ふれられる一日です。ブースだけでも参加者は約 400 名になり、一日中子
どもや親子さんで賑わい、当日聖徳の学生もボランティアに参加してもら
い活動の場にもなっています。ここに参加することによってスタッフも新
たな遊びの発見ができ、地域連携の子育て支援に参加していることを感じ
られる一日でもあります。

こども感覚でアートを楽しむ！『アートパーク８』

 思いをカタチに　「こどもの国運営委員会」
　子ども運営委員会は企画から実行までをスタッフと一緒に行っています。子どもたちの
意見を大切に、思いを形にしようと三年前から始まりました。今年は4年生から6年生12名
がこども運営委員として活躍しています。学校も学年も違う子どもたちが、６月から毎月
集まり、会議を重ねてきました。仕事の内容や当日の並び方などの意見も出るなど、スタ
ッフ顔負けの会議を重ねてきました。今年は「オープンセレモニー」、「こどもの国スペシ
ャルステージ」、「なんでもアート」のブースを行います。当日は着ぐるみなども着て、こ
どもの国を盛り上げます。



　8月23日に馬橋消防署員の方を迎えて、利用者親子対象の救命救急講座を実施しました。
当日はいつものひろば内で子どもたちも落ち着いた雰囲気の中、署員の方が人形を使
っての心肺蘇生法を実演し、つづいて参加者も実際に体験。AEDの乳幼児への使用法
　　　　　　　や熱性けいれん、誤飲などへの対処法も学びました。いつ起こるかわか
　　　　　　　らない、小さい命に係わる事態に備えて、皆さん真剣に耳を傾けていま
　　　　　　　した。地域の消防署と繋がりができてひろばの存在を知ってもらえた
　　　　　　　ことや、専門家から確かな情報を聞くことができて、とても有意義な
　　　　　　　時間を過ごしました。

　おやこＤＥ広場北小金　わが子を迎える準備も着々と「ママパパ学級」開催

　野菊野こども館　夏休みは特別！　拡大「森のこども館」

ほっとるーむ新松戸　子どもの不慮の事故に備えて「救命救急講座」を実施

　いつもは毎月第 1土曜日に開催している「森のこども館」。この夏 8/6、7、27、28 の４日
間は、樹林地を利用して体を使って自由に遊ぶ「冒険こどもの遊び場」と同時開催してパ
ワーアップしたイベントになりました。いつもの工作コーナーの他に、木にロープを渡し
てターザンごっこやハンモック、みんなでワイワイそうめん流し、泥あそびにザリガニと
り、ドラム缶風呂など、盛りだくさんの内容で、のべ 700 人以上の参加がありました。
普段家庭ではなかなかできない遊びを通して、自然の中で体を使って遊ぶ楽しさや大
切さ、新たな遊びの発見にもつながりました。

【森のこども館】今後のイベント　
スマスリクで中の森  3/21・　   ルバィテスェフもど子！き好大どつま  02/11・  　  験体りほモイマツサ  5/11・　    ドーレパンィウロハで中の森  1/01・

　　妊娠から出産・子育てへの切れ目ない子育て支援活動の一環で、今年度初の「ママ
　パパ学級」を、8月 8日におやこＤＥ広場北小金内で開催しました。 当日は「ねんね
　の赤ちゃんひろば」と同日開催で、プレママパパさん 15組、乳幼児親子さん 13 組が
　参加しました。先輩ママさんから産後の生活の変化などの話を聞いたり、実際に赤ち
　ゃんを抱っこしたり…　プレパパさんにも赤ちゃんの抱っこにチャレンジしてもらいま
　した。後半のフリートークでは個別にお話が弾み、先輩パパさんにプレパパさん
　たちが熱心にお話を聞く姿が印象的でした。
　次回ひろばでのママパパ学級は　12/19 開催予定です。

「地域とつながろう！小金原地域交流まつり」
　4回目を迎える今年は 10 月1日、にぎやかに開催されました。日ごろ、地域や広場で活躍しているボランティア
の方々、小・中・高・大学生ボランティアや、広場利用者の皆さん、幼稚園に通わせているママたちの企画が盛り
だくさん。「このイベントを通して子どもの成長にビックリしました。
　お母さんたちと協力しながらの作業は子育てだけの日々とは違い楽しか
ったです。メンバーの方々とも絆が深まり、楽しく出来てよかったです。」
と企画に参加したママサポーター。学生ボランティアの方からは、「小さい
子の笑顔やありがとうと言われるのが嬉しかった。とても良い経験ができ
ました。また来たいです」と言ってもらいました。
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◆ 会員募集 ◆

事業や運営の詳しい内容に関しては
■ボランティアとして参加ご希望の方
　特技を生かした活動やスタッフの補助など、ボランティアとして活動して見たい方はお気軽にお電話、ＦＡＸまたはホーム
ページからお問い合わせください。

ハーモニーの活動に参加してくださる方、活動の手伝いをしてくださる方を
個人・団体で募集しています。

毎年行われるゆうまつどフェスタ。
男女共同参画グループの一員であるハーモニーは今年も
参加しています。
・11/19（土）13:30 ～ 15:00　ゆうまつど４Ｆホール
    『笑って考えるワークライフバランス～男の家事が社会を救う～』
　講師：瀬地山  角（東京大学大学院総合文化研究科教授）
・11/22（火）10:00 ～ 12:00
　『わが子を守りたい！ママだからこそ知っておくべき
　松戸の防災！』
・11/24（木）10:00 ～ 12:00
　『ママジョブカフェ～働きたいママ集合～』

小金原地区社協主催の地域のイベント。
・11/27（日）12:00 ～ 15:00 
　毎年おやこＤＥ広場小金原としてブースを出しての参加。

　8月にリニューアルして 2か月余り。民間情報を中心に
「子育てにやさしい松戸」をたくさん紹介、していきます。
掲載内容募集。身近な子育てにやさしいお店、イベント、
子育てを応援している人や団体などご紹介ください。

小金地区社協主催の地域のイベント。
00:41～00:01）日（ 03/01・

　毎年「おやこＤＥ広場北小金」としておむつ替え、
　授乳コーナーを担当。

青少年会館主催。
・11/3（木）　10:00 ～ 15:00
　遊びのブース（カプラで遊ぼう）での参加。

会員の皆さん向けに、親睦と交流を目的に行われます。
今年は地域資源体験など楽しい内容企画してもらいました。
・11/15（火）10:30 ～ 12:30
　ヒップホップ体験、お買い物ゲーム
・11/28（月）13:30 ～ 15:30
　バイオリン演奏会、ケーキ作り体験

21 世紀と森の広場で開催。
00:51～00:01）日（ 02/11・

　千葉大学の学生さんと一緒に森のこども館のスタッフを
　メインに森の工作のブースを出します。

編集後記
　乳幼児子育て支援の印象の強いハーモニーですが、今回の号では中高生とのかかわりを中心にご紹介しました。
年齢・学齢の枠を超えた子どもの育ちを、これからも応援していきます。　（高向、小川、石田）

『秋はイベントがたくさん。ハーモニーとしていろんなところで関わっています。
                           是非この機会に、参加してみませんか。お待ちしています。』

告知情報！！

同じアパート内に事務所を移転しました。少し狭くなりましたが、南向きの明るいお部屋です。

　　　　　　　　　　　　　　■新住所：松戸市新松戸4-262　ジュネパレス新松戸第８-202
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会場：小金小学校

会場：青少年会館」

会場：21世紀の森と広場

会場：小金原体育館」


